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社会構造分野
加納隆至･大将秀行･鈴木 晃
<研究概要>
A)ボノボ(PanpanL'scus)の分布と生態的特性
(文部省科学研究焚補助金国際学術研究)
(1)コンゴ森林における野生ボノボの社会及
び行動の研究
加納隆至･橋本千絵lI･田代杓子2)
コンゴ民主共和国(旧ザイール)ジョル地区ル
オ保讃区ワンパ森林のボノボの継続調査を行って
いる｡1999年度は渡航自粛勧告のため現地調査
はできなかったが､過去に収処されたfl料に基づ
き行動の分析を行った｡
(2)束アフリカのタンザニアにおける野生チ
ンパンジーの研究
加納隆至
ルクワ地域､ウガラ地域､リランシンパ地域
において､チンパンジーの密度と適応に関する調
査を行った｡リランシンパ地域では1996年以来
設立されているコンゴ難民キャンプのチンパン
ジー分布に対する影響が調査された｡
(3)ウガンダのカリンズ森林におけるチンパ
ンジーと他種霊長Flの生態学的研究
加納隆至･橋本千絵1)･田代杓子2)
1999年度の調査では､食物生産兄と社会的
因子がチンパンジーの処田拓成パターンにどのよ
うな影野を与えるかが研究された｡また､輔乳鰯
コミュニティの中でチンパンジーの占める生態的
地位について研究された｡ロエストモンキーにつ
いては､採食生態のデータ分析を行った｡
B)ニホンザルの繁殖戦略 :とくに配偶選択の要
因について
大洋秀行
霊長類における性淘汰､および社会構造に影
響をおよぽすメスの性行動を研究している｡これ
まで放飼群やグループケージ飼育ニホンザルにつ
いてその行動を調べた (文部省科学研究費補助金
基盤研究(C)他)｡
C)中央アフリカ乾燥サバンナおよび多雨林にお
ける霊長輔の社会生態学的野外研究
大洋秀行
カメルーン北部のカラマルエ国立公園におけ
るバタスモンキーとミドリザルの野外研究を
1986年以来行っている｡今年度は､例年と異な
り出産期の調査を行った｡出産のfi料を得るとと
もに､アロマザリングのfl料の収処を行った｡ア
ロマザリングを行う個肘ま､経正メス､未経産メ
スが多かったが.そのほかに若蛾が予想外におお
く見られた｡なお､多雨林での研究は今年度は中
断した｡(文部IG科学研究花柄助金国際学術研究
およびCOE拠点形成)｡
D)移入タイワンザルの生息状況と相槌化の現状
の研究
大将秀行
和歌山市周辺に生息する移入タイワンザルの
調査を1998年から行っている.胴衣は.研究所
内の集団遺伝分野､ニホンザル野外祝祭施設の教
官と共同するほか､所外の研究者とも広く協力し
ながら行っている｡
E)穴披軒の比較社会学的 ･生態学的研究
加納隆至･大将秀行･淑井美弥3)･
前橋弘之lI･MassimoBaldi4)･栗田博之2)･
田代杓子2)･船越美穂2)･下岡ゆき子2)･
上野有理2)･瀬尾浮- 2)･中山 桂5)
穴描類の生態 ･社会進化を明らかにするため
野外研究を行っている｡今年度は狭鼻猿類のうち.
ニホンザルについては､高崎山(個体群動態 ･初
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